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研究成果の概要（和文）：　本研究では、5-13世紀にユーラシア東方にて造営された都城と仏塔に関する比較史
的研究を行い、併せて3Dアーカイブ作成手法の研究を行った。研究期間の半ば頃には新型コロナウイルス蔓延の
事態が発生して、当初に予定していた国内外での実地調査は困難となったため、都城と仏塔の関係に関する基礎
的研究を行うこととし、日本国内では8世紀の平城京と長岡京の歴史的展開を、また東アジア地域では10世紀の
契丹（遼）時代の都城制度整備と仏教受容を、主たる研究フィールドとして選択した。
　最終的にはそれらの分野の研究成果として、基礎的史資料の集成・訳注、3次元アーカイブ作成の手法に関す
るレポートなどをとりまとめるに至った。

研究成果の概要（英文）：　In this research, we conducted comparative historical research on the 
walled cities and Buddist stupas built in the eastern Eurasia in the 5-13th centuries, and also 
studied the method of creating a 3D archive. Since the situation of the spread of the new 
coronavirus occurred around the middle of the research period, and it became difficult to conduct 
the field survey in Japan and overseas as originally planned, we decided to conduct basic research 
on the relationship between the walled cities and Buddist stupas, and selected the historical 
development of Heijo-kyo and Nagaoka-kyo in Japan in the 8th century, and the development of the 
city castle system and the acceptance of Buddhism in the 10th century in the Kitan (Liao) period in 
East Asia.
　Eventually, as research results in these fields, we compiled a compilation and translation of 
basic historical materials and a report on the method of creating a three-dimensional archive.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　8-13世紀は、日本を含むユーラシア東方においては各地域間の外交交渉が本格化した時代であり、さらには仏
教を媒体とした文化的交流も盛んになった。ほとんどの地域で仏教は受容され、為政者により仏塔建設が盛んに
行われた。為政者は仏教保護者たる立場を明確にすることで、政権維持や領域統治の安定化を図ることを目指し
た。よって、仏塔は原初的には宗教的モニュメントであったが、この時期には為政者が造営する政治的モニュメ
ントに変質し、その規模や装飾も権威的・荘厳的な色彩を強くしていった。
　本研究は、ユーラシア東方地域に特徴的な仏教と世俗権力との結合とその特質について、主たるモニュメント
の仏塔に主眼を置いて行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本を含むユーラシア東方世界では、隋・唐が出現する頃をひとつの画期として、いくつかの
変化がみられる。ひとつは、隋・唐という東アジアにおいて中心的位置を占めた王朝が成立し、
その周縁の各地域との外交交渉や文化的交流が盛んになったことである。さらには、インドに発
祥した仏教が伝来して、ほとんどの地域において受容がなされたという点である。 
 そもそも、仏教においては、仏陀の遺骨を納める施設としてのストゥーパというモニュメント
が存在しており、その造営はインドにおいては時の為政者や地域の有力者が関与する形で造営
されてきたものであった。東アジアや日本に伝来して以降も、そうした在り方は基本的には変わ
らず、ごく例外的弾圧の時期を除けば、東アジア各王朝や日本においても、皇帝や天皇が受戒を
受けるなどして、仏教の保護者としての立場を明確にするとともに、その宗教的モニュメントで
ある仏塔を、国家的な事業として首都などの重要都市に造営することが数多く行われた。こうし
た状況は地域にもよるが、東アジアでは 13世紀初頭頃まで、また日本では 12 世紀頃まで継続さ
れていく。 
 また、各王朝の首都だけでなく、地域統治の拠点である都城でも、同様に寺院もしくは仏塔を
造営する展開もあり、こちらは地域社会への浸透と地域統治のモニュメントとしてみると、極め
て重要である。特に、日本ではこの後にはモニュメントとしての木造塔から身近な石材を使用し
た石塔への転換の流れもみられ、地域ごとに身近なモニュメントとして造作されていく流れが
できる契機としても重要である。 
 
２．研究の目的 
こうしたユーラシア東方地域に特徴的に見える歴史的展開について、仏塔を宗教的・政治的モ
ニュメントとして捉え、その造営の契機や実態、歴史的変遷について歴史学・考古学・仏教学等
の各分野の立場から多角的視点での比較研究を行うことを目的とした。また、3D アーカイブ作
成についても取り組み、その形成手法についての研究も目的とした。 
 
３．研究の方法 
 当初は、国内外の各地域の仏塔について、データベースを作成して、それをもとにして調査を
行う予定としていたが、折からの新型コロナウイルス蔓延という事態が発生したため、国内外で
の調査実施が困難となった。このため、まずは基礎的な史資料研究を重点的に行う方向に転換す
ることとし、また主たるフィールドを絞り込み、日本国内では 8世紀の平城京と長岡京の歴史的
展開の問題について、また東アジア地域では 10 世紀の契丹（遼）時代の都城制度整備と仏教受
容に問題について、それぞれ選択して研究を実施した。 
 最終的にはそれらの分野の研究成果として、基礎的史資料の集成・訳注、3次元アーカイブ作
成の手法に関するレポートなどをとりまとめるに至った。 
 
４．研究成果 
 本研究においては、研究対象とした 8-13 世紀において、日本を含むユーラシア東方において
は各地域間の外交交渉が本格化し、さらには仏教を媒体とした文化的交流も盛んになったこと
で、ほとんどの地域で「トレンドな思想」かつ「民族意識を超越した思想」としての仏教が広く
受容されていったことは明らかであり、また各地の為政者によりモニュメントとしての仏塔の
建設が盛んに行われた様相を把握した。 
また、いずれの地域・時代の各為政者とも、概ね仏教保護者たる立場を明確にすることで、政
権維持や領域統治の安定化を図ることを目指したという点で、ほぼ軌を一にしていると言える。
結果的に、仏塔は原初的には宗教的モニュメントであったが、この時期には為政者が造営する政
治的モニュメントに変質し、その規模や装飾も権威的・荘厳的な色彩を強くしていった。こうし
た背景には、仏教と世俗権力との結合があり、それこそが当該地域・時代の歴史的展開の大きな
特質として位置づけられる点を認識するに至った。 
なお、本研究における成果物としては以下のものがある。 
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